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第１編 後期基本計画の策定にあたって 

 
１ 策定の意義 
 
  伯耆町では、平成１８年３月に策定しました第１次伯耆町総合計画基本構

想に基づき、「森と光が織りなすうるおいの町 共生と交流の伯耆町」を、ま

ちの将来像としたまちづくりに向け諸施策を展開してきました。 
  基本構想の計画期間１０年間（平成１８～２７年度）のうち、前期５年間

（平成１８～２２年度）における前期基本計画を策定し、基本構想実現に向

け施策・事業を実施し、一定の成果を得ているところです。 
  しかし、長期的な経済の低迷、本格的な地域主権時代の到来、地球規模で

の環境問題、人口減少社会における少子・高齢化、高度情報化社会の進展な

ど、社会経済情勢は日々大きく変化しており、行政には新たな、そして早急

な対応が求められています。 
同時に、このような社会情勢のなか、これまで以上に住民と行政が一体と

なった協働のまちづくりの展開が重要になってきています。 
  このような状況を踏まえ、住民と行政が共に掲げる指針として第１次総合

計画後期基本計画を策定するものです。 
  なお、後期基本計画では「分野別施策」における将来人口を、社会経済動

向を踏まえて下方修正しています。このため、「基本構想」の一部の見直しを

行い、構想実現に向け着実な推進を図っていくこととしています。 
 
【目標人口】                       （単位：人・％） 

区分 
1995 年 

平成７年 

2000 年 

平成 12 年 

2005 年 

平成 17 年 

2010 年 

平成 22 年 

2015 年 

平成 27 年 

人口 12,709 12,663 12,343 11,827 11,328

15 歳未満 2,140 1,842 1,484 1,330 1,045

15～64 歳 7,637 7,517 7,197 6,870 6,013

65 歳以上 2,932 3,299 3,662 3,627 4,270

高齢化率 23.1 26.1 29.7 30.7 37.7

 

※1995、2000、2005年は国勢調査数値 

※2010年は住民基本台帳数値、2015年は目標値 

※2000年合計には年齢不詳者５人を含む 
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２ 前期基本計画の評価・総括 
  後期基本計画（平成２３～２７年度）の５年間を展望するうえで、必要不

可欠な前期基本計画（平成１８～２２年度）の取り組み状況の評価や課題を

整理するため、平成２１年度において住民まちづくりアンケートを実施しま

した。 
  このアンケートは、前期基本計画の実施施策に対しての住民の方の満足度

や達成度を調査したもので、その結果については後期基本計画を策定する上

で特に配慮していく必要があると考えています。 
  なお、最終的な前期基本計画の評価・総括については、前期が平成２２年

度に終了することから、平成２３年度に整理する予定です。 
 
【アンケート結果】 
（１）住環境 
   満足度が高い項目としては、「ゴミの減量化やリサイクルなどの推進」や

「自然環境の維持・保全の取組」がありました。この２項目はまちづくり

の重要度においても高い数値を示しています。 
   満足度が低い項目としては、「伯耆町の PRや移住・定住を促進するため
の取組」、「新エネルギー・省エネルギーなどの環境への負荷を軽減する取

組」がありました。 
   今後は、地球温暖化防止のため、自然環境に配慮した生活基盤の整備や

自然エネルギーの利用促進等を積極的に進めていく必要があります。 
（２）社会基盤整備 
   「上・下水道」、「生活道路網の整備」の項目は高い満足度を示していま

す。これは旧町あるいは合併後の新町において、重点的に取り組まれた成

果の現れだと言えます。 
   満足度の低い項目としては、「歩道・段差解消などの安全な道づくり」、「バ

スなどの公共交通の確保」や「公園・緑地の整備」があげられ、今後の課

題として位置付けられます。 
（３）防災・防犯・交通安全 
   「消防・消防施設」、「自主防災組織・消火栓」などは比較的高い満足度

を示しています。満足度が低く重要度が高い項目として「学校・公民館な

どの公共施設の耐震化の推進」が特に目立っています。 
   他の項目は「どちらともいえない」とする回答が多くあり、一定の満足

度は得られていると推量されます。 
   住民生活上では、安心・安全な社会への要望は強く、引き続き関係機関

等と協力して取り組んでいく必要があります。 
（４）産業振興 



 3

   「農林業振興」、「農地の荒廃防止」、「商工・観光振興」、「企業誘致」な

ど全ての項目において、高い満足度を得ているものはありませんでした。 
  今後、地産地消の推進などの体制整備や農商工連携などへの積極的な支

援策を実践していく必要があります。 
（５）学校教育 
   満足度では、「学校の耐震化や老朽設備の更新」が一番低い数値を示して

いますが、重要度においては一番高い値を示しています。 
   早期完了を目指した計画的な耐震化の取り組みが必要となっています。 
   また、「学校、家庭、地域が連携して子どもたちを育て､大人も共に学ぶ

共育環境の整備」の満足度は低いものの、重要度では比較的高い数値を示

していることから、学校・家庭・地域の連携強化の取り組みが求められて

いると考えられます。 
（６）生涯学習 
   「地域の歴史・芸術・伝統・文化を守り継承するための取組」や「芸術・

文化活動の支援体制の整備や文化施設の有効利用」が低い満足度を示して

います。 
   生涯学習の拠点としての公民館の整備・充実が求められています。 
（７）人権 
   質問項目全部において「どちらともいえない」との回答が一番多くあり

ました。 
   満足度と重要度はともに低い値ですが、「相談窓口の設置等住民の人権を

守るための取組」が重要度では比較的高い値を示しています。 
   相談体制の整備・充実と人権に対する啓発活動の強化が望まれています。 
（８）福祉 
   総じて満足度は低い値を示していますが、「高齢者の介護予防等」や「ボ

ランティア活動、地域福祉活動への支援や体制整備」は比較的高い値を示

しています。 
   重要度についての回答は、全項目、全年代において非常に高い数値を示

しています。 
   今後はさらに充実した福祉施策が期待されています。 
（９）子育て支援 
   「妊産婦や乳幼児への健診の充実」が、２０代から３０代の若い世代と

７０歳以上の世代において満足度が高くなっています。 
   引き続き、妊産婦・乳幼児健診や保育サービスを中心にした子育て支援

の充実を図っていくことが必要です。 
（10）健康・医療 
   「健康診査等の健康対策事業の推進」の満足度は高い数値を示していま
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すが、「救急医療への対応強化」の満足度は低い値でした。 
重要度では、全ての項目で高い数値が示されています。 
健康づくり活動など住民の期待の高い事業や救急医療への対応強化が求

められています。 
（11）住民参画・地域づくり 
   満足度・重要度とも「どちらともいえない」とする回答が多くありまし

た。地域活動に関する質問項目では、満足度は低い傾向にあります。 
   協働のまちづくりの取り組みについて充実・強化を図っていく必要があ

ります。 
（12）行財政 
   全項目において満足度は低く、また、重要度においては、年代を問わず

全項目が高いという結果でした。 
   中でも「職員の資質向上」が「とても重要」とする回答割合が一番多く、

職員の資質や接遇に不満を持ち、資質向上に期待する多くの住民の方がい

ることが浮き彫りになりました。 
   職員研修等を通じた資質向上の取り組みが急がれます。 
 
【評価・総括】 
 このアンケートを通じて、基本構想において目指している「まちの将来像」

を達成するための住民ニーズの把握とその実現に向けた施策の方向性が、ある

程度明らかになりました。 
 住民ニーズが高い割合を示した「保健・福祉・医療制度の充実・健康で安心

して暮らせる町」や「自然環境を大切にし、自然の恩恵を受け、自然と調和し

た暮らしができる町」などの取り組みは、重点維持分野と重点改善分野に多く

が含まれ、比較的高い満足度は示していますが、より一層の充実・強化が必要

であることが明らかになりました。 
 次いで､満足度や重要度において高い数値を示した「社会基盤の整備や災害に

対する備えがあり、生活の利便性と安全性が確保された町」の取り組みは、具

体的に実現している事業が多くあり、現状の取り組みの継続が望まれていると

分析できます。 
 さらに、「豊かな自然を活かして農林業の振興を図り、大地や山の恵みを享受

できる町」と「学校教育、生涯学習や文化活動が充実し、教育・文化水準の高

い町」の取り組みは、事業の対象者が限定的であることを考慮すれば、かなり

高い数値を示していると言えます。農林業の本町基幹産業としての意識、次世

代を担う子どもたちへの期待或いは自分たちの趣味や生き甲斐の充実を望む住

民の方が多く存在することも明らかになりました。 
 これらのほか、「観光地としてにぎわう町」、「商工業でにぎわう町」、「地域が
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活性化した町」などの取り組みは、現段階では不満は多いものの優先度は低い

という位置付けになりました。 
  
 伯耆町は、自然に恵まれた町で、多くの住民の方が町に愛着を感じ、住みよ

い町だと思われていることが、このアンケート結果により明らかになりました。 
 このことは、行政として合併以前からそれぞれの町で、住民の方のご協力を

得ながら懸命に努力し取り組んできた成果であると思いますが、一方では、ま

だまだ充実・改善の余地が多くあることも明らかになりました。 
 今後、後期基本計画の着実な推進を図ることにより住民満足度の向上を図り、

基本構想の目標が、住民の方のご協力を得て一日も早く実現できるよう大いに

努力していく必要があります。 


